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ぷ、のげし報広 (2) 

平
成
二
年
二
月

一
日
改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行

さ
れ
、
政
治
家
(
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
)
は
、
選
挙
区
内

に
あ
る
者
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
等
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
、
一
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
政
治
家
が
行
う
寄
附
行
為
が
、
罰
則
を

も
っ
て
強
く
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
公
職
選
挙
法
施
行
後
、
初
め
て
の
年
始
を

迎
え
る
訳
で
す
が
、
現
に
公
職
に
あ
る
町

長
並
び

に
町
議
会
議
員
も
、
同
法
に
よ
り
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
、
選
挙
区
内
で
あ
る

重
信
町
の
方
々
に
、

年
賀
状
を
出
す

こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た

。

ま
た
、
そ
の
他
選

挙
区
内
で
の

主
な
禁
止
事
項

と
し
て

一
、
政
治
家
が
自
ら
が
出
席
す
る
結
婚
式
、
葬
式

に
お
け
る
祝
儀

、

香
典
を
除
く
寄
附
行
為
の
全

面
禁
止

二
、
政
治
家
に
対
し
、
寄
付
を
出
す
よ
う
勧
誘
、

要
求
す
る
こ
と
の
禁
止

三
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と

す
る
有
料
の
広
告
を
出
す
、
」
と
の
禁
止

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
公
職
選

挙
法
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

・

ご

了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

重
信

町

重
信
町
議
会

公
選
法
改
正
に
伴
う

年
賀
状
等
の
禁
止
に
つ
い
て

町営住宅入居者募集

0随時募集

町内に在住又は勤務場所のある方

町営住宅の入居者を募集 しています。

0 申込受付場所・問合せ先

3 戸

4 戸

八反地第一団地

八反地第二団地

0空家住宅

0入居資格

建築士の「住所等の届出」について
県では、建築士法に定める建築士の住所等の届出

が十分でないため、支障をきたしています。

このことから、建築士会の協力を得て、届出制度

の周知を図るとともに次のとおり届出を指導するこ

ととしました。

〔指導期間〕

平成 2 年11 月から平成 3 年 3 月まで

〔届出書(ハガキ)配布場所〕

松山地方局建築指導課及び重信町役場建設謀並びに

建築士会松山支部

〔提出先〕

愛媛県庁土木部建築住宅課・松山地方局建築指導課・

建築士会松山支部
宮64-2001役場住民課

西
野
公
温
医
師
に

厚
生
大
臣
表
彰凶野公 i鼠氏

織河原

一一一シートベルトは正 し く着用 しまし ょう一一一

横
河
原
の
西
野
公
温
氏
(
西
野
医

院
院
長
)
は
、
重
信
町
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
三
十
五

年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
国
保
事
業

の
健
全
な
運
営
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

さ
ら
に
、
北
条
市
温
泉
郡
医
師
会
長

と
し
て
、
保
険
医
の
資
質
の
向
上
に

優
れ
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
地
域
住
民

の
健
康
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

十

一
月

二
日
東
京
都
千
代
田
区
の
厚

生
省
に
お
い
て
厚
生
大
臣
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た

。
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

2 km 

4 km 

6 km 

健康マラソン大会
平成3年 2 月 3 日 (日)

雨天時 2 月 10 日(日)

重信)Ii緑地公闇
9 時から(当日受付)
10時15分スタート
。マイペースコース

。競走 コ

町内居住者
ス

第 13回
日時

所

付

コース

参加資格

場
m司
x; 



報広

国

民

ぶ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

届
け
出
は
忘
れ
ず
に

の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
な
ど
の

よ
う
に
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
方
は
第
三
号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
ご
主
人
の
加

入
す
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

の
制
度
が
基
礎
年
金
に
必
要
な
費
用

を
負
担
し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
い
い
の
で
す

が
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
認
定

を
受
け
る
た
め
に
市
町
村
役
場
に
届

け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
第

三
号
被
保
険
者
と
な

っ

た
あ
と
も
、
ご
主
人
や
奥
さ
ん
自
身

の
就
職
や
退
職
な
ど
の
と
き
に
は
加

入
や
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
は
忘
れ
ず
に
き
ち
ん
と
し

宇
品
1
U
よ
、
っ
。

'1' し(3) 

年

金

年
金
受
給
者
が
死

t
し
た

と
き
は
速
や
か
に
届
け
出

し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
年
金
受
給
権
者
が
死
亡
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
遺
族
の
方
は
「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。

こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、

年
金
が
過
払
い
と
な
り
ま
す
。
過
払

い
と
な
っ
た
年
金
は
、
あ
と
で
遺
族

の
方
に
返
済
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
死
亡
の
届
け
出

は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

国
民
年
金
の
受
給
権
者
は
市
町
村

役
場
に
、

厚
生
年
金
保
険
の
受
給
権

者
は
社
会
保
険
事
務
所
に
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
年
金
を

二
つ

以
上
受
給
し
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
で
す

。

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

伊
予
の
道
安
全
マ
ナ
ー
で
ゆ
く
年
く
る
年

\平
成
二
年
十
二
月
二
十
一
日

働
か
ら
/

/平
成
三
年
一
月
十
日

同
ま
で
\

期
間

昨
年
の
死
者
数
を

上
回
る
勢
い

今
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
、
一
万

一
千
人
を
超
え
た
昨
年
を

上
回
る
勢
い
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
例
年
、
車
の
量
、

人

の
流
れ
が
多
く
な
り
ま
す

。

特
に

こ
の
時
期
は
、
気
分
的
に
も
慌
た
だ

し
く
な
り
、
先
を
急
ぐ
あ
ま
り
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
り
、
忘
年
会
な

ど
で
の
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
こ

21 .542人

10月 l 日現夜で'文施した国勢調査の概

数は、次のとおりです。 後日総務庁統計

局で公表する結果とは異なる場合があり

ます。

重信町の人口

平成 2年国勢調査

と
か
ら
、
速
度
超
過
、
信
号
無
視
、

飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

-
Rド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ

れ
も
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
安
全
運
転
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

。

-
R歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
飛
び
出
し
ゃ

率
の
直
前
直
後
の
横
断
は
危
険
で

す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必

ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

((jO!F- J支障|勢調命)

10 ， 541 人(10 ， 640)

久 11 ， 001 人(10 ， 740)

御協力あリがとうございました。

また、 重信町人口クイズにも多数の応

募をいただきました。 発表された人口に

近い )J出に 、当選者を決定し、記念品をお送

りしました。

6 ， 631世帯( 6 ,374) 

(21 ,380) 21 ， 542人

。 世帯数

L1 

ヲ4

。 人

交
通
安
全
は

家
庭
で
の
話
し
合
い
か
ら

昨
年
は
交
通
事
故
に
よ
り

一
万

一

千
人
余
り
の
方
が
死
亡
し
、
八
十

一

万
人
余
り
の
方
が
負
傷
し
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
四
十
七
分
に

一
人
が
死
亡

し
、
三
十
九
秒
に

一
人
が
ケ
ガ
を
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

一
人

一

人
が
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

正
し
く
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
末
や
お
正
月
に
は
、
家
族
全
員

の
顔
が
そ
ろ
う
家

庭
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う

。

こ
の
機
会
に
、
家
族
全

員

で
、
な
ぜ
事
故
が
起
き
る
の
か
、
ど

う
し
た
ら
防
げ
る
の
か
、
歩
行
者
の

立
場
か
ら
、
自
転
車
に
乗
る

側
の
立

場
か
ら
、
自

動
車
や
二
輪
車
・
の
逆
転

者
の
立
場
か
ら
、
身

近
で
起
こ
っ
た

「
ヒ
ヤ
ッ

」
と
し
た
り
、
「
ド
キ
ッ
」

と

し
た
り
し
た
体
験
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
て
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
く

だ
さ
い

。

そ
し
て
、
あ
な

た
の
家
庭
か
ら
、
交
通
事
故
の
被
害

者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に
し

土
品
!
ν
ょ
、
っ
。

すぐ始末/一一その日寺一一ーその火



平
成
2
年
度
共
同
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、

地
域
福
祉
活
動
の
援
助
、
社
会
福
祉

施
設
や
団
体
の
整
備
等
に
使
わ
れ
ま

す
。
各
地
区
、
職
域
、
法
人
等
で
多

額
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ

と
を
、
別
表
の
と
お
り
報
告
す
る
と

と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ぶの'1' し幸良広 (4) 

共同募金

ご協力ありがとう
ございました

3. 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

全
戸
会
員
制
の

ご
協
力
に
つ
い
て

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住

民
参
加
の
社
会
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
に
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
国
の
認
可
を
受
け
て

今
日
ま
で
社
会
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
み
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

多
大
の
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
、
都
市
化
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
し
、
き
め
細
か
な
社
会
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
「
全
戸
会
員
制
」

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
、
「
全
戸
会
員
制
」
と
は
、
社

協
の

一
員
と
し
て
年
会
費

二
百
円
を

納
入
し
て
い
た
だ
き
次
の
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
概
要

一
、
老
人
福
祉

付
独
居
老
人
に
対
す
る
家
庭
泰

仕
員
の
訪
問
活
動

ω

独
居
老
人
対
策
事
業

(
愛
の
訪
問
活
動
)

臼
敬
老
の
家
事
業

四
ね
た
き
り
老
人
介
護
人
手
当

の
支
給

回
入
浴
乾
燥
車
の
運
行

二
、
身
体
障
害
者
福
祉
(
在
宅
陣

害
者
に
対
す
る
援

助
活
動
)

三
、
母
子

・

父
子
福
祉

四
、
低
所
得
者
福
祉

地区名 世得数 目標額 実績額 達成率 事務質

山之内 92 36 ,400 39 , 200 108 2 ,800 

樋 口 261 114 ,400 108 ,600 95 7 ,700 

t黄河原 555 206 ,800 221 ,900 107 15 ,600 

志津川 445 169 , 600 178 ,850 105 12 , 600 

八反池 196 72 ,400 78 ,400 108 5 , 500 

西 岡 202 72 ,400 82 , 500 114 5 ,800 

t需磨台団地 98 38 ,800 39 ,200 101 2 ,800 

見奈良 406 162 ,400 162 ,400 100 11 ,400 

問 窪 650 232 ,000 260 ,800 112 18.300 

間窪団地 184 66 ,800 74 ,200 111 5 ,200 

牛 湖l 250 87 ,600 99 ,800 114 7 ,000 

凋 池 83 30 ,400 33 ,200 109 2 ,400 

七樋団地 102 35 , 200 40 ,900 116 2 ,900 

牛槻団地 495 187 , 600 167 ,000 89 11 ,700 

南野田 165 63 , 600 70 ,000 110 4 ,900 

北野 出 102 33 , 600 40 ,800 121 2 , 900 

北野台団地 57 20 ,000 22 ,800 114 1 ,600 

寺日 村 102 36 ,000 41 ,200 114 2 ,900 

上 林 202 73 ,200 80 ,800 110 5 ,700 

下 林 315 116 ,000 126 ,000 109 8 ,900 

上 村 123 44 ,000 50 , 600 115 3 ,600 

言十 5085 1 ,899 , 200 2 ,019 , 150 106 142 ,200 

職減パッチ募金 470 , 000 538 ,000 

法人募金 330 ,800 452 ,415 

そ の 他 890 

~、 言| 2 ,700 ,000 3 ,010 ,455 

共同募金実績平成 2年度

付
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

五
、
心
配
ご
と
相
談
事
業

六
、
各
種
実
態
調
査

七
、
県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
運
動

の
推
進

八
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
運
動
の
推
進

九
、
共
同
募
金

・

歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
と
育
成

十相明司

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」

に
ご
協
力
を

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
(
主

催
日
本
赤
十
字
社

・

N
H
K
)
が
十

二
月
二
十
五
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
義
援
金
は
、

ア
ジ
ア

・

中
東

・
ア

フ
リ
カ
・
中
南

米
等
の
発
展
途
上
国
の
恵
ま
れ
な
い

人
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す

。

義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

・

郵
便
局
・
各
金
融
機
関
・

日
本
赤
十
字
社
県
支
部

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
と
し
尿
処
理

ゴ
ミ
の
収
集

年
末
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
十

二
月

三

十
日
で
終
り
ま
す
。
年
始
は
、

一
月

四
日
か
ら
収
集
し
ま
す
。

十
二
月
三

十
一
日
か
ら
一
月
三
固
ま
で
の
四
日

間
は
各
家
庭
で
保
管
し
、
そ
の
聞
は

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ゴ
ミ
の
中
に
不
燃
物
(
空
缶
、
ス

プ
レ
ー
、
ビ
ン
類
等
)
を
入
れ
る
と

収
集
の
際
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、

ゴ
ミ
と
不
燃
物
と
は
必
ず
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て

下
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り

年
末
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
十

二
月

三
十
日
で
終
り
ま
す
。
十
二
月

は
全
地
域
を
毎
月
の
く
み
取
り
日
程

よ
り
早
め
に
し
て

二
十
五
日
で
予
定

を
終
り
、
残
り
五
日
間
で
特
に
年
末

く
み
取
り
を
要
す
る
と
こ
ろ
の
整
理

を
し
ま
す
。

年
始
は
、

一
月
四
日
か
ら
始
め
ま

す
。

毎
月
の
日
程
よ
り
少
し
遅
れ
ま

す
が
、

一
月
末
ま
で
に
は
予
定
を
完

了
し
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

十
二
月
三
十
日
は
日
曜
日
で
す
が
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
、
月
・
木
曜
日
収
集
地
区
の
み
実
施

し
、
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。

つ一一一一トを正しくかぶり まし ょ一一一へノレメッ



(5) 広 報 しげの ぶ

三種混合 予 防接種

コ種混合予防接種には、百日せき・ジフテリア ・

破傷風のワク チ ンが入っています。

| 盲目せきという病気 |

病気の初期は普通のかぜとかわりなく、熱もあり

ません。けいれん性のひどい咳が主な症状で、約 1

ヶ月程咳が続いた後、しだいに治ります。

|ジフテリアという病気|

ジフテリア菌の侵入する部位によって、鼻ジフテ

リア ・ 咽頭ジフテ リ ア ・ 喉頭ジフテリアに分けられ

ます。

鼻ジフテリアは、乳児に多く鼻汁に血液が混じる

ことが特徴です。

咽頭ジフテリアは、幼児 ・ 学童が主にかかり、の

どの痛み、体のだるさ、はきけ等の症状があります。

心臓に障害が残ることもあります。

喉頭ジフテリアは、幼児に多く、しわがれ声、犬

の遠ほえのような咳、呼吸困難が主な症状です。

| 破傷風という病気|

傷口から菌が侵入し感染します。発病の初期は、

口があけにくくなり、ついでけいれんがおこります。

その後回復しますがけいれん期に亡くなる人もいま

す。

これらの病気を未然に防ぐため、予防接種を受け

ておくことは大切です。

下記の通り、 コ種混合予防接種を行います。

彼極方法
I 期 3 週-8 週間隔で 3 回注射します.
1I期 I 期の 3 回目終了後 l 年 -1 年半の聞に l 回注射をします.

I 矧 H3 年 対at
l 回目 1 月 16 日側午後Z時-2時半 昭和63年7月 1 日ー昭和63年 1 2月 31 日

時
2 回目 2 月 8 日ω " 生まれの児

日 3 回目 3 月 5 円 以) " 及び 4 才未満の未機種児
晶 -.. . .. ー ‘ ー・・ ・ ・‘・

. .. .. .. ー・ ーー・ ・ ・ ・・ .. . .. 晶.._- 晶晶. .. . . . . .. . ..

日期 3 月 28日附午後2時-2時半
I 剣 3 回目終了後l年ー l年半円児、

及び 5 才 6 ヶ月以内の来機種児

場 所 重信町民会館

持事品 母子手帳印E

注意事頃 当日のお畳肉体温を測ってきて下さい.

※尚、以下の方は二種混合 (ジフテ リ ア、破傷風)

となります。

①百日咳に既にかかった児

② 4 才以上で、 I 期を未接種の児

③ 5 才 7 ヶ月以上 6 才未満で、 II 期を未接種の児

平成 3年 1 月より予防接種の重複事故を未然に防

ぐため、当日 、 母子手帳の提示がない場合は、接

種を行いません。

必ず母子手帳をご持参下さい。

詳細は役場、保健婦までご連絡下さい。

fi64-2001 内線311 、 312

一 歳 児 健 診一一
「三つ子の魂百まで‘」 のことわざのように、この頃ま

でにできた性質は成人になってからでも変わらないと言

われています。

その三歳児の特徴は、 「自我が芽生え、第一次の反抗

期が始まる叫 「社会性が芽生え、けんかもするようにな

る<>1 r身の回りのことが自分で大体できるようになる u

など、いろいろな面で成長が目覚しくなってきます。

こうした中で、心身の発育・発達・生活習慣の形成な

どを総合的にみてみるために、三歳児健診を行なってい

ます。

対象のお子さんは、ぜひお受けください。

M 平成3年 1 月 25 日制

対象 昭和62年 9 月 1 日~昭和62年11 月 30 日生まれの者
時間 13: 30-14 : 30 

場所 重信町民会館 1 F 和室、診察室
持参品 母子手帳

①アンケート用紙記入 ) ①、②はお母さん自身カ
②身体計測(体重・身長) 行なって下さい。

内容
③問診、発達テスト
④内科診察、歯科診察
⑤母子手帳記入
⑥保健 ・ 栄養・歯科相談

貧 血 者 教室
軽い貧血は気づかないうちになっていたりするものですが、 毎日の

生活や食事で予防できます。

貧血者教室を開催しますので貧血症の方や、 貧血について興味のあ

る方は、ふる っ てご参加下さい。

回世|月日|時間|場所 a 内 容 自障 師

I ~ ~年 | 午後 2 : 00 1..= ̂  _.1 ・貧血検査{希望者)
1 12 月 15 日 I ' ，~ : : :: I 町民会館|

側 | ー 3: 30 1 ._--- I ・講演 r貧血についてJ
医師

2 月n日 | 午後 2:001.< = ^~1 講演「貧血者向日常生活及び食事的|栄養士2 I -" ~:::. I ' ，~ : : :: I 町民会館 I ~.~ --_. . -... ~ ..，，~-.~-=~~ . I 
樹 I -3:301"~~"1 注意点J I 保健絹

I ,,,.,::::: I 町民会館 I ，.~::.':':;';::::.~'~ I 栄養士31 3 月 1 日 |午前… 1 ~r li':3ì-1tl 1 調理実習及び試食 | 
l -12:30 1 "~~'" 1 r貧血子防食J I 

①受付時間 第 1 回・第 2 回午後 1 P寺30分ー 2 時
第 3 回 午前 9 時30分 -10時

②料金 無料
③持参品 健康手帳
④申 し込み方法 2 月 8 日までに保健婦まで申し込んで下さ L 、 。

( ft64 - 2∞1 内線311 ・ 3 12)

※希望者には、 1 回目( 2 月 15 日)に貧血検査を行 L、ます。料金は463

円です。 (自 己負担)

健康づくり料理講習会
「肥満を防ぐために」

「肥満を防ぐために」というテーマで、実習を

中心とした料理講習会を開催します。
おいしく食べて、上手なカ ロ リ ー摂取をするた

めに、楽しみながら料理をしてみませんか。
多数の方の参加をお待ちしています。

日時 2 月 4 日 (月)
午前10時一 12時30分

場所 西岡公民館
料 金 無料
持参品 健康手帳 ・ エプロ ン ・ タッパーもあれば

便利です。
その他 希望者には、血圧測定も行し、ます。

一一ゴミは決められた日、場所へ出 し ま し ょう 一一一
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長
寿
社
会
と

健
康
づ
く
り

松山中央保健所長

高橋 弘

ぶ

八
十
歳
に
な
っ
て
も
元
気
で
身
の

回
り

の
、
」
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
参
加
も
で
き
る
老
人
で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

エ
イ
テ
ィ
ヘ
ル
ス

。

フ
ラ
ン
の
名
称
の

も
と
に
、
国
民
健
康
つ

く

り

事
業
が

国
を
挙
げ
て
色
々
な
角
度
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す

。

健
康
づ
く

り
に
は
い

く

つ
か
の
段

階
が
あ
り
ま
す
が
、
も

っ
と
も
好
ま

し
い
の
は
積
極
保
健
と
申
し
ま
す
か

元
気
な
時
か
ら
栄
養

・

運
動
・

休
養

に
気
を
配
り
、
病
気
に
な
る
こ
と
そ

の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を

一
次
予
防
と
い
い
ま
す

。

ガ

ン
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
等

の
成
人
病
は
い
ず
れ
も
十
分

一
次
予

防
が
可
能
な
病
気
で
す

。

し
か
し
、

人
聞
は
機
械
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ど
ん
な
に

気
を
つ
け

て
い
て
も
こ
れ
ら
の
成
人
病
に
絶
対

躍
ら
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

幸
い

多
く
の
成
人
病
は
時
間
を
か
け
て
進

行
し
ま
す
の
で
、
円
十
い
時
期
に
見
つ

け
れ
ば
天
寿
を
ま

っ

と
う
で
き
る
場

合
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
は
各
種
の

の~f' し幸良広

検
診
・

健
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切

で
、
こ
れ
を
二
次
予
防
と
い
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
不
幸
に
し
て
大
き
な
病
気

に
躍
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
ま
ず
救
命

で
す
が
、
そ
の
後
に
後
遺
症
と
の
戦

い
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
脳
卒
中
は

死
の
危
険
こ
そ
か
な
り
減

っ
て
き
ま

し
た
が
、
後
遺
症
が
も
っ
と
も
強
く

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
場
合
は
く
よ

く
よ
せ
ず
に
、
な
る
べ
く
早
い
時
期

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー

シ
ョ
ン
に
励
み

自
立
、
で
き
れ
ば
社
会
復
帰
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
で

、

こ
れ
を
三
次
予

防
と
い
い
ま
す

。

一
次
・

二
次
予
防
は
誰
も
が
心
が

け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
個

人
の
自
覚
・
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
す
が
、

三
次
予
防
と
な

る
と
個
人
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す

。

ま
し
て

、

現
に
寝
た
き
り

等
の
状
態
に
あ
る
人
の
介
護
・
ケ
ア

と
な
る
と
、
個
人
あ
る
い
は

家
族
の

み
で
と
い
う
の
は
不
可
能
な
こ
と
で

す
。
長
寿

社
会
で
は
ど
う
し
て
も
寝

た
き
り
や
痴
呆
、
あ
る
い
は
そ
の

予

備
軍
と
も
い
う

べ
き
人
々
が
増
え
て

き
ま
す
が
、
こ
れ
を
人
ご
と
と
考
え

ず
、

明
日
は
わ
が
身
か
も
知
れ
な
い

と
思
っ

て
助
け
合
い
の
心
を
持

ち
、

行
動
す
る
こ
と
が
明
る
い
長

寿
社
会

の
実
現
に
も
っ
と
も
必
要
な
こ
と
と

い
、
え
土
品
十
ヲ
。

自
ら
が
陣
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、

家
族
に
障

害
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、

で
き
る
だ
け
の
努
力
は
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
健
常
者
か
い
つ
ま

で
も
健
常
者
で
い
る
と
は
限
り
ま

せ

ん
。

す
べ
て
の
健
常
者
が
人
ご
と
と

考
え
ず
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
な
行
動
に
参
加
で
き
た

ら
、

私
た
ち
の
社
会
は
も
っ
と
も
っ

と
明
る
い
社
会
に
な
る
で
し
ょ
う

。

介
護
さ
れ
る
人
が
昔
に
比
べ
て
は

る
か
に
多
い
こ
の
時
代
に
あ

っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
っ

た
社
会
的
弱
者
に
対
し
て
、
ど

れ
だ
け
暖
か
い
心
が
持
て
る
か
、
ま

愛媛県婦人職業センターでは、就労を希望する家庭婦人に対し、就
労に必要な技術及び知識の背得をはかるため、各種講習全を開講して

います。
0 フランス刺し ゅ う技術指導講習会

科 目 フランス刺しゅう

日 時 1 月 17 日 (柑-2 月 7 日嗣までの 10 日

金)毎日 9 時30分 -15t!寺30分まで

会 場 松山市山越PIT450番地愛媛県婦人職業センタ一

定員 30名

受講料 無料
申込締切 12月 20 日(ね

0和裁(上級)技術講習会
科 目 和裁(上級)
日 時 ]月 17 日 (桐 -3 月 5 日(刈までの聞の 21 日

木、金)毎日 9 時30分一 15時30分まで

会 場 松山市山越町450番地愛媛県婦人職業センタ一

定 員 30名

受講料 無料(教材費一部自己負担)

申込締切 12 月 20 日 (柑

0 ワープロ技術講習会

科 目 ワープロ(日商検定 3 級)
日 時 l 月 21 日 (月) - 3 月 6 日かぬまでの聞の 21 日(ただし、土曜、

日曜及び祝祭 日を除く)毎日 9 時30分 -15時30分まで
会 場 松山市山越町450番地愛媛県婦人職業センター

定員 30名
受講料 無料(教材費一部自己負担)
申込日時 1 2 月 18 R (刈 、 19 日 (水)の 2 日間( 9 11キー 16時まで)
受講を希望される方は、印鑑持参の上、
松山市山越町450番地 愛媛県婦人職業センタ- fi23-2201 

まで申し込んで下さい。

A
Q一A

火、木、

習

(毎週 3 日、

講術技ネ重各

た
行
動
に
移
せ
る
か
が
人
聞
の
価
値

を
決
め
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す

。

行
政
機
関
に
い
る
も
の
と
し
て
、

か
な
り
整
備
さ
れ
て
き
た
と
は
い
う

も
の
の
な
お
と
て
も
十
分
と
は
い
い

難
い
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
推
進
に
責
務

を
感
じ
つ

つ
、
そ
の
前
に

一
個
人
と

し
て
自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
と
考

え
て
気
恥
ず
か
し
い
思
い
の
あ
る
中

で
勝
手
な
こ
と
を

書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た

。

火、(毎週 3 日、

~その一票あなたと県政つなぐ橋~

12 月 29 日 (土)
愛媛県知事選挙投票日
当 日、仕事ややむを得ない用務で

投票できない人は、 12月 9 日から 12

月 28 日の間前も っ て不在者投票がで
きます。 詳しいことは、 重信町選挙
管理委員会へお問 L 、合わせ く ださし、O

fi64-2001 内線212 ・ 213
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の

(
応
募
総
数
八
七
点
)

優
秀
入
選

(
十

一
名
)

石
川

祥
子
南
吉
井
小

一
年

井
上
真
由
美
川
四
年

門
多
初
恵
北
吉
井
小

二
年

酒
井
千
尋

H

三
年

松
田
明
香
川
五
年

西
村
未
紗
川
六
年

三
瀬
幸
恵
拝
志
小
六
年

森
昭
延
上
林
小

二
年

山
内
あ
き
か

重
信
中
学
一
年

清
水
真
弓

H

二
年

光
野
佐
恵
子
川

三
年

佳
作
入
選

(
十
四
名
)

渡
辺
光

一

南
吉
井
小

二
年

門
屋
圭

一
郎

H

一一
一年

白
井
智

子

H

四
年

清
水
渚

H

六
年

森
本
真
吾
北
吉
井

小
五
年

和
国
歩

H

六
年

野
上
あ
ゆ
み
拝
志
小

三
年

森
浩
輔

H

四
年

高
須
賀
亮

H

五
年

菅
野
佑
介
上
林
小

一
年

加
藤
真
奈
美
重
信
中

学
一
年

和
田
敏
信

H

二
年

渡
部
友
重

三
年

山
内
咲
子

三
年

げし報広
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奨
励
賞

高
市

臣童

保

づ
l
i
l
t
-
i
;

i

J

一
健
康
に
関
す
る
標
語

一

一

入
賞
者
決
定

…

健
康
に
対
す
る
意
識
啓
発
の
た
め
、

国
民
健
康
保
険
で
は
、
町
内
の
小

学

五
、
六
年
生
、
中
学

一
、
二
年
生

を

対
象
に

「

健
康
に
関
す
る
標
語
」
を

募
集
し
ま
し
た
。
多
数
応
募
の
中
か

ら
、
選
考
の
結
果
、
次
の
と

お
り
、

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

。

小
学
生
の
部

持
志
小

11 

久
川
奈
津
美

越
智
則
夫

富
永
茜

福
岡

美
穂

麓
隆
普

葛
原
瞳

森
栄
作

越
智
麻
美

池
本
安
希

荒
木
克
浩

佳
作

南北
川 吉 11 11 川 11 11 吉

井井

六五六六六六五五五五六六六五五五
年年年年年年年年年年年年年年年年

上
11 林 11 11 11 11 11 11 中

学
生
の
部

戒
能
し
づ
か

菊
池
真
史

山
岡
愛

向
井
英

喜

長
門
祐
子

和
田
仁
美

渡
部
知
奈
美

越
智
香
菜

吉
良
祐
美
子

高
見
政
幸

池
川
尚
子

大
野
弘
美

子

高
村
弘
幸

田
内
伸
明

相
原
真
奈
美

渡
部
里
奈

特
選健

康
が
家
族
の
幸
福
守
る
か
ぎ

重
信
中

一
年
青
野
美
紗

入
選

重
信
中

佳
作

重
信
中

11 11 11 11 11 11 11 11 

一
年

一
年

一
年

一
年

二
年

二
年

一
一ι千

二
年

二
年

二
年

葛
原
英
雄

荻
山
洋
朗

山
内
大
輔

出
崎
京
チ

高
須
賀
幸

池
川

志
帆

田
中
道

子

田
中
聖
子

久
保
千
鶴

嵐
川

隆
彦

年年

晃
チ

恵
美

宮 小
内倉

重
H 信
中

11 11 11 /1 /1 /1 11 11 /1 /1 

.
ダ
え
，g
ヅ
ダ
イ
。

年年年年年年年年年年年年

丹
生
谷
太

一

山
口

宣
秀

加
藤
真
奈
美

桝
田
あ
か
ね

伊
賀
弓
子

辻
本
千
絵

有
光
瑠
美
子

玉
乃
井
太

野
本
由
紀
江

倉
瀬
光
平

山

木
優
子

高
須
賀
常
伸

麻
薬

・

覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
、

個
人
の
心
身
を
害
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
な

ど
し
て
、
社
会
の
福
祉
に
計
り
知
れ

な
い
害
悪
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
党
せ
い
剤
の
乱
用

は
、
近
年
、
都
市
部
か
ら
そ
の
周
辺

へ
広
が
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
主
婦

な
ど

一
般
市
民
や
青
少
年
に
ま
で

浸

透
し
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
選健

康
は
私
の
幸
せ
か
ぞ
く
の

幸
せ

北
吉
井
小
五
年
黒
河
真
紀

入
選

北
古
井
小
五
年

H

六
年

川
六
年

南
吉
井
小
五
年

円
五
年

H

六
年

六
年

五
年

六
年

六
年

年
末
年
始
の
防
犯
運
動

年
末
年
始
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や

ス
リ
の
「
様
ぎ
ど
き
」

で
す
。

O

外
出
前
、
お
や
す
み
前
に
は

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に
注
意

。

カ
ギ
は
主
錠
の
ほ
か
に

補
助
錠
を
取
り
付
け
る

O

車
を
離
れ
る
時
は
キー
を
抜
い
て

O
ス
リ

や
ひ
っ
た
く
り
に

気
を
つ
け
よ
う

気
ぜ
わ
し
く
、
お
金
を
持
ち
歩
く

機
会
も
多
く
な
る
十二
月
、
ち
ょ

っ

と
し
た
心
の
ス
キ
を
、
ド
ロ
ボ
ウ
は

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

震温m
':Y....itい則UIO止セン.-

特
に
、
愛
媛
県
で
は
、
人
口
比
で

み
た
場
合
覚
せ
い
剤
事
犯
の
検
挙
者

数
は
、
こ
こ
二
年
連
続
、
全
国
第

二

位
を
記
録
す
る
な
ど
憂
慮
す
べ
き
現

状
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
愛
媛
県
で
は
、
昨
年
度
、

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

を

二
百
名
か
ら
四
百
名
に
増
員
し
、

地
域
で
の
啓
発
活
動
を
更
に
強
化
し

た
ほ
か
、
県
内

の
十
四
保
健
所
に
覚

せ
い
剤
等
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
県

民
の
方
々
か
ら
の
御
相
談
に
応
じ
た

り
、
御
提
言
を
受
け
る
な
ど
幅
広
く

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
是
非
と
も
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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孝女

手口

ョ~
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同
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十
二
月
十
日
ー
ー

ー

世
界
人
権
デ
l

の

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
国
際

連
合
第
三
回
総
会
で
『
世
界
人
権
宣

言
』

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
全
世
界
か
ら
差
別

と
人
権
侵
害
を
撤
廃
し
て
い
く
こ
と

が
、
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
確
か
な

道
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

続
い
て
、
昭
和

二
十
五
年
の
、
国

際
連
合
第
五
回
総
会
に
お
い
て
、
世

界
人
権
宣
言
採
択
の
日
で
あ
る
十

二

月
十
日
を
世
界
人
権
デ
!

と
定
め
ま

し
た
。

わ
が
国
も
、
こ
れ
を
受
け
て
、
十

二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間

を
、

人
権
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
毎
年
、
十

一
月
十

一
日
か
ら
十
二
月
十
日
を

差

別
を
な
く
す
強
調
月
間
と
し

て
い
ろ

い
ろ
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
は
、

す
べ
て
の
県
民
が
主
体
と
な

っ
一

一
て
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る

一

一
実
践
活
動
を
定
着
化
し
、
差
別
の
一

一
な
い
明

る
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ

一

一
し
て
い
く
。

を
、
月
間

テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
重
信
町
に
お
い
て
も
、
国

や
県
の
活
動
を
受
け
て
、
十
二
月
八

'1' し報広

日
(
土
)
午
後

一
時
よ
り
町
民
会
館

に
お
い
て
、
砂
重
信
町
人
権
を
語
る
集

い
。
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も

三
O
O
人
以
上
の
方
々
が
参
加
し
て

開
催
で
き
ま
し
た
。

一
差
別
は
人
の
心
を
傷
つ
け
、

一

一

差
別
す
る
人
の
心
を
貧
し
く
し
、

一

一愛
と
や
す
ら
ぎ
を
奪
い
ま
す
。

一

私
た
ち

一
人

一
人
に
、
生
ま
れ
な

が
ら
に
保
障
さ
れ
て
い
る
人
権
と
は

何
か
、
差
別
の
行
為

と
は
何
か
を
、

こ
の
機
会
に
共
々
考
え
な
お
し
て
み

た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て

、

一
命
は
尊
ぶ
も
の

一
人
は
相
互
に
尊
敬
し
合
う
も
の

こ
の
考
え
方

、
生
き
方
を
、
家
庭

や
地
域
の
中
で
、
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
、
っ
。

粗大ごみ回収(12月 28 日)のお知らせ
12月 28 日幽は粗大ごみ回収日です。

下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

回収時間

回収日の午前10時まで
(回収日以外の日には出さないで下さい。)

回収する粗大ごみ

テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、 ミシン、ベッ

ド、机、イス、家具、 ふとん、 じゅうたん等。(そ
の他のものについては事前に厚生課へお問い合わせ

下さい。)

注意事項

一般ごみ、不燃物(カン・ビン類)は従来通りの

日程で回収しますので、組大ごみの回収には出さな

いで下さい。

ゴム製品・ビニール等(うすいアゼシー ト・ ハウ

ス用ビニールシート )などの産業廃棄物及び事業所

からの排出はお断りします。
組大ごみの中にはまだまだ利用できると思われる

ものがたくさんあります。出す前にもう 一度利用で

きないか石室言忍しましょう。

次の回収日は 3 月 28 自体)です 。

第 8 回 母親学 級
母親学級を下記の通り開催しますロ皆さんおさそいあわ

せの上ご参加下さい。

対象妊婦

場所 町民会館

料金無料

申し込み方法 電話にて、保健婦まで事前に申し込んで下
さし、 。 (合64-2001 内線311 ・ 312)

※ 申し込みをされた方には、折り返し詳しい案内状を送

付します。

日時及びその内容

回数 日時 内 z廿.., 担 当

12 月 19 日嗣 (講義) 産婦人科

午後 2 時~ 妊娠の生理、 お産の経過、 医師
3 時30分 妊娠中におこりやすい病気 保健婦

12月 25 日 (!k) (講義・実技)
2 午後 2 時~ 呼吸法 保健婦

3 時30分 妊婦体操

1 月 11 日樹 (講義・実技)
3 午後 2 時~ I木l谷 保健婦

3 時30分 お産の準備用品

1 月 18 日倫) (講義・調理実習)
栄養士

4 午前 10時ー
12時30分

妊産婦の栄養 保健婦

5 
月日は後日お 育泥学級 保健~\f}
知らせします。

志|横樋山出 粗

2.1 1 大
I .... tl _ 

原口内「 み
一 回

収
場
所

西見
良
田
窪
田
窪
団
地

牛
洲
牛
測
団

地

橋
磨
台
団
地

上
樋
団

地

南
野
田

北
野
閏

北
野
台
団
地

f
MH叶
ふ
叶
，

A相
事q
a
f

伊
l

上
林
下
林
上
村

i幸 li ü!

荒
木
谷
パ
ス
停

公
民
館
西
側

二
本
松

志
津
川
グ
ラ
ン
ド

八
反
地
墓
地
南
東
側

公
民
館

池
ノ
下
公
民
館

公
民
館

集
荷
場

遊
園
地
前

公
民
館

間
哨
池
公
民
館

ポ
ン
プ
{
丞
横

公
民
館
南
側

牛
湖
団
地
駅

北
東
入

口

JiI 岡

奈

野
田
集
荷
場

集
会
所
機

農
協
支
所
南
側

お
ん
じ
橋

蔵
置
所
模

別
府
パ
ス
停
北
側

農
協
支
所
北
側

ふぐ中毒

防止月間

12月 1 日から

12 月 31 固まで

つ 一一一一一一一水を大切に しましょ
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|平成 3年新春の催し物|
大日時:平成3年 1 月 6 日(日)

大場 所:町民会館・図書館

大主 催:重信町文化協会 ft64-1500

大 どなたでも参加、投稿できます。

将棋大会 | 町民会館 2 F 大ホール

*受 付 午前 9 時- 9 時30分

女対 局 午前1 0時~午後 4 時

女級 別 A ・ B . C 級

俳句大会 l 町民会館 1 F 和室

女受 付 午後 0 時30分- 1 時締め切り

女大 会 午後 1 時一 4 時

*当日句 一人 3 句(兼題はなし)

*参加資格 町内に在住、 勤務、 通学者又は 1 1 突入選句数 入選10 ・ 特選 5 ・ 最高点句 1

将棋愛好会員

女参加費 500円 (弁当代を含む)

*申込締切 12月 25 日(月)厳守

女申込方法 町民会館にある申込書に、参加

する級別を記入、 500円を添えて

下さい。(電話は不可)

囲碁大会 |町民会館 2 F 大ホール

女受 付 午前 9 時-9 時30分

女対 局 午前10時~午後 4 時

*級別 A ・ B ・ C 級

特選者 ・ 最高点句者に記念品を

授与

女選 者 近藤良郷先生

短歌大会 1町民会館 1 F 婦人室

女受

*大

*題

女投

付 午後 O 時30分- 1 時

会 午後 1 時- 4 11寺

当季雑詠 3 首以内

稿 12 月 25 日 (月)必着

文化協会(町民会館)あて投稿

女選 者 中本幸子先生

女参加資格 町内に在住、勤務、通学者又は 1 1 川柳大会 |図書館 3 F 会議室

囲碁愛好会員

女参加費 500円(弁当代を含む)

女申込締切 12月 25 日(月)厳守

女申込方法 町民会館にある申込書に、参加

する級別を記入、 500円を添えて

下さい。(電話は不可)

受
大
宿

-
R
-円
安

付 午後 l 時-} 時30分

会 午後 l 時30分-4 時

題 ①ゆっくり ②祝う又は祝って

③はがき(年賀も含む)

* 1 題に 2 句を投句

稿 12 月 25 日(月)必着

文化協会(町民会館)あて投稿

者 上岡喜久子先生

*投

*選

一一一納税は便利な口座振替で一一一
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太誌 の童書繊

ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
た
、
」
と
の

あ
る
日
本
人
が
、
「
冬
至
に
ゆ
ず
湯

に
は
い
る
習
慣
を
ふ
と
思
い
出
し

て
、
ゆ
ず
を
買
お
う
と
し
た
け
れ

ど
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
」

と
、
い

っ

て
い
る
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

ゆ
ず
は
中
国
が
原
産
地
で

す
が
、
い
ま
は
日
本
以
外
で

一

は
、
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い

主三

な
い
よ
う
で
す

。

主

冬
型
に
ゆ
ず
湯
に
は
い
る

正

風
習
は
、
日
本
で
は
、

令
国

弘ee 

的
に
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て

Z

い
ま
す

。

ゆ
ず
を
九
の
ま
ま
、

一

ま
た
は
輪
切
り
に
し
て
浴
槽

に
入
れ
ま
す
が
、

最
近
は
、
ゆ
ず

の
浴
剤
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
印
刷
山
首
は
、
冬
ボ
に
ゆ
ず
渇

に
は
い
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と

か
、
冷
え
な
い
と
い
う

壬

川
い
伝
え

か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
す

。

た
し

か
に
ゆ
ず
は

昔
か
ら
、
風
邪
、
あ

か
ぎ
れ
、
し
も
や
け
な
ど
の
薬
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
ほ
か
、
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ

や
こ
ん
に
ゃ
く
を
食
べ
る
習
慣
も

あ
り
ま
す

。

、町

ゆ
ず
は
、
日
本
料
理
に
欠
か
せ

な
い
調
味
料
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
皮
を
胤
い
物
の
馳
口
に

し
た
り
、
千
切
り
に
し
て
、
煮
物

や
焼
き
物
に
の
せ
た
り
、
ま
た
、

果
汁
を
刺
身
の
つ
け
汁
に
落
と
し

た
り
し
ま
す
。
ゆ
ず
を
く
り
抜
い

て
酢
の
物
ゃ
あ
え
も
の
を

詰
め
た

「
ゆ
ず
釘」
や
、
菓
子
の

「
柚
餅

子
(
ゆ
べ
し
)
」

な
ど
は
、
ま
さ

に
日
本
の
昧
で
す

。

寒
さ
に
向
か
う
こ
れ
か
ら
が
、

ゆ
ず
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

。

さ
て
、
炎
、
く
な
る
と
暖
房

の
使
用
な
ど
で
大
気
汚
染
濃

度
か
上
昇
し
ま
す

。

ト

一月

は
、
「
大

気
汚
染
防
止
推
進

月
間
」
で
す

。

眼
一房
や
阜
の

使
用
を
段
、
え
め
に
す
る
な
ど

の
L

犬
を
し
た
い
も
の
で
す

。

日 は「防火の日 」一一一1 一一毎月
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障
子
の
張
り
替
え

i
U
晶
E
EL-
は
、
お
正
月
を
気
持

一二
円J

一一ち
よ
く
迎
え
る
、
暮

一
一it
M
Fν

一
れ
の
大
事
な
仕
事
で

一一一
…α3

-一
す
。

一一ル
ヲ

一
一
一
古
い
障
子
紙
を
t

一…以
E
F重

子
に
は
か
す
に
は

汗
一川
河
γ

・」
水
で
さ
ん
を
濡
ら
し

た
後
、
大
根
お
ろ
し

の
汁
を
、
筆
で
さ
ん
に
塗

り
ま
す

。

汁
に
含
ま
れ
て

い
る
ア
ミ
ラ

ー

ゼ
の
働
き

で
、
古
い
ノ
リ
の
で
ん
ぷ

ん
が
ゆ
る
み
、
紙
が
は
が

え

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

替

の
後
、
合
ル
に
残
っ
て
い切

る
紙
や
ノ
リ
を
き
れ
い
に

似

ふ
き
取
っ

て
乾
か
し
ま
す

子

が
、
日
陰
で
乾
か
さ
な
い

障

と
、
障
子
の
骨
組
み
に
ず

れ
が
生
じ
ま
す
。

次
は
障
子
紙
の
張
り
替

え
で
す
が
、
ハ
ケ
に
ノ

リ

が
垂
れ
な
い
程
度
に
と
り
、
さ
ん

に
ト
ン
ト
ン
と
た
た
き
つ
け
る
よ

う
に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
付
け
る
の

が
コ
ツ

。
障
子
紙
は
、
紙
の
合
わ

せ
目
に
ホ
コ

リ
か
た
ま

っ
た
り
、

ハ
タ
キ
を
か
け
た
り
し
た
と
き
に
、

は
が
れ
な
い
よ
う
に
下
か
ら
張
っ

て
い
く
の
が
常
識
で
す
が
、
障
子

を
上
下
逆
さ
に
し
て
張
っ
て
い
く

と
、

F

か
ら
張
っ
て
い
く
の
と
同

じ
こ
と
に
な
り
ま
す

。

張
り
終
わ
っ
た
ら
さ
ん
か
ら
は

み
出
た
余
分
の
紙
を
、
ノ
リ
が
乾

か
な
い
う
ち
に
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど

で
切
り
取
り
ま
す
。
張
り
上
が
っ

た
ら
、
ま
ん
べ
ん
な
く
全
体
に
霧

吹
き
を
し
ま
す

。

乾
い
た
ら
、
紙

の
し
わ
が
伸
び
て
ピ

ン
と
仕
上
が

り
ま
す

。

た
だ
し
、
化
学
繊
維
の

入
っ
た
陣
子
紙
の
場
合
は
、
霧
吹

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

と
こ
ろ
で
、
寒
天
を
薄
く

く

と
い
て
、
ハ

ケ
で
陣
チ
全
体

1
1

に
・
塗
って
お
く
と
、
陣
千
紙

エ

2
2
1
1

が
、
こ

-
川

の
と
き
、
陣
子
紙
が
乾
か
な

-
-

い
う
ち
に
寒
天
を
塗
る
と
ト
し

張

手
に
塗
れ
ま
せ
ん

し
、

破
れ

を

ま
す
か
ら
乾
い
て
か
ら
守

呼
以
ま
し
ょ
う

。

イ
引

き
て
、
日
に
焼
け
た
陣
F

4
.

は
、
見
た
目
に
も
よ
く
な
い

利
μ
し
、
部
屋
も
薄
暗
く
な
り
ま

下
す
。
コ
ッ
プ

一
杯
の
水
に
、

洗
濯
ノ
リ
を
小
サ
ジ

一
杯
、

そ
れ
に
漂
白
剤
を
少

量
加
え
た
液

を
作
り
、
霧
吹
き
で
全
体
に
む
ら

な
く
ス
プ
レ
ー
し
ま
す
。
漂
白
剤

で
、
障
子
紙
は
向
く
再
生
さ
れ
ま

す
。

つ 一一一一一一一 タノく コ は岡I内で買 いましょ



(12) ぶの~-f 

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設 しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

広報 し

月 日 相談員

12 武智道子

12 19 中本 ト シ子 l

26 j也川 敏朗

9 池)11 邦男

16 水田敏贋
1 

23 大森敬子

30 近藤栄宏

毎週水曜日

13 : 00 -17 : 00 

電話でもよい し 、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

戸
籍
の
動
き

日
月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

下見牛牛上志織南西国西
奈 津原河野

林良湖1 沸l 林川 悶岡窪岡

森石大森森十精中内 稲{主松
保丸野口 亀山 月藤本

光
芳宏 一 雅剛之 数 明正 康治
彦史 正慈敏明明博郎 者

彩拓愛紅明友明宏祐佳 出
日 日月 生

乃哉 実 葉香斗恵明 一 子 児 j

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 生 |

- ・・・・・・・ 年月 | 

25 25 23 23 22 18 17 16 12 9 8 

樋横田志田志志
i可 i$ i掌 i掌

日原 窪 川 窪 川川

成 i賓新家越智 西繍山
谷田 山田

博 E次E 正作資史 喜
光剛昭朗 音

文 喜 雄由周筒あ
樹

弥恵史子作南き

11 11 11 10 10 10 10 

7 6 2 31 28 27 25 

事E

t
(
お
悔
み
)

上上上牛下西北
野

林林村洲林岡田

松出喜 品大松加 Z
下 市北間藤

ナサ ー
愛 スツ助ダ 二
一子ミ ヨ 市ヨ 三

82 53 77 82 84 78 76 

11 11 11 11 11 11 10 

11 10 8 4 4 2 29 

月 日 {子 事 名 H寺 問 場 所

印刷
母親 学 級①

14: 00-15: 30 町民会館
(対象:妊婦)

乳児健 診
13 :30-14 :30 

(H2年2月 、 8丹生まれ) " 印刷
ー，・ーー - . . . . ー ・ .. ..合 唱' ・・ー ーーーー ーーーーー ーー.__....・p ・・p ・ーーー 圃・・・・ーーーーーー.-....-._. . .

人権相談 10:00-15: 00 役場会議室

23(日)
天皇誕生日

ー_-. -_ ・ーーー ・_._...・....... ... . ._-ーーー-ーー--- - --・ー ー・._._--・. ..._.. ......_-_._ _._-

12 
当番医 西野医院 横河原 告64 - 2 1 52

振替休日
ごみ収集休みます。 27 日闘に出して下さい。

24(月) 不用犬買上げ休みます。
一当吾医 一 山示内科一守 Ji而

25(火j
一 母闇一一定一現現資.一竺苧宅産一一税*母聖雪第- ⑨φ3一一一…期-一一…-一一…宇一一一、-一一-一一J↓国1.-守一1竺民1 健康保険税第 6 期、 保育料、
水道料金納期限

月
27附 心配ごと相談 ・行政相談 13 :00-15: 00 役場会議室

28幽
仕事納め 粗大ごみ回収日(指定場所へ午目ij10 1時まで

に出して下さい。

29出 愛媛県知事選挙投票日

30(日)
休日ですが、ごみ収集します。 (丹 、木回収地区のみ)
ー ，・- - -_ .‘ーーー ー ーーー ー・ーー・ーーー，ー・ ーー . - ------・ー---- - -- - ー・p ・司・ . ----・・ -- - -

当番医 泉内科 川内町南方 合66 - 2226

31伺) 12月 3 1 日- 1 月 3 日まで、ごみ収集・ し尿処理休みます。

1ω 当番医 藤石クリニック 志津川 ft64 ー 1234

2 (;相 当番医 西野医院 績河原 ft64-2152 

3 附 当番i室 山本内科 川内町北方 ft66-2066 

4 幽 仕事始め

6 (日)
新春短歌川柳俳句大金、 横河I 町原 民会館
将当棋番医・囲碁大国会立療養所愛媛病院 まま64-24 11

9 附
1 才 6 ヶ月健診

13: 30-14 :30 町民会館
(H元年5月 、 6月生まれ)

印刷 心配ごと相談・行政相談 13 :00-15 :00 役場会議室

11幽 母線学級③ 14 :00-15 :30 町民会館

13(日) 当番医 十全病院 川内町南方 ft66-5011 

成人の日 ごみ収集休みます。 18 日闘に出して下さい。

15(火) 民 :支え 二二--- r -同三::::: :]~C長五員
当番医 重信クリ ニ ック 志津川 合64- 11 88

一二種混合予防接種①

16t水)
S 63.7.1-S 63.12.31 

町民会館
生まれ及び 4 才未満

14 :00-14 :30 

の未後援者

17(柄
乳児健 診

13: 30 -14 : 30 11 

(H2年3 月、 9月 生 まれ)
月 18樹 母規学級 ④ 10:00-12:30 11 

20(日)
重信町公民館研究大会 9:00- 11 

ー・・ー'・・・ ・ e ・ ・ _.・ ・・ ・. . .._ . ...--- - - -ー ー.._.. . - .ー・‘・ ・・ー・・・・・- . -- . ー---.-- ー ー・ ・ ・

当 番医 泉内科 川内町南方 包66-2226

24附 心配ごと相談 13 :00-15 :00 役場会議室

ニ才児健診

25樹 S62.9 目 1 -S 62. 11. 30 13:30-14:30 同]民 会館

生ま れ &.ぴ未受診者

27(日)
重信町婦人五団体研究大会
ー_._._._. . ...・ー ー ・ー ー ・ ・--・・ー ・ ーー.. .._.- _.- - ---_ . ._ -・....- -----ー ーーー

当番医 辻井内科 間 待 合64-0013

28(月) 健 康相談 30 日まで 各 地 区

31(ね 保育料、岡]県民税第4期、国民健康保険税第7J別納期限

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所

電話

方法

、‘・・

南閃志牛南見上 住
野 i掌 野 奈
田 窪 川淵l 回良林 所

平坂 j可松 ヨ光|ミ矢森 氏岡本原田 野
ススイマ タ
ミヱクサ久ミ喜

名
ヱ ノ ヱコ慈ヱ ー

年
71 85 93 82 97 58 84 

令

10 10 10 10 10 10 10 苦E
亡
<T> 

28 27 25 19 18 16 15 日

、，

一一一消えたかな / 気になるあの火 もう一度一一一
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